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メントを考える。ここで， クオーク・パートン分布関数は光円錐上にあるクオーク間の相関を表わしている o QCD 
和則を用いたアプローチはモデ、ルに依存しないという特徴を有している D このため，計算結果を任意性なく実験や格






則等で重要となる。我々の計算の結果， これら 2 つの中間子に対するクオークの運動量比はほぼ等しいことが示され
た。パイ中間子に対する結果は，実験の解析値，格子ゲージ理論による計算値，及び南部-イヨナラシーニョ














クオークはハドロン内に閉じ込められており，その運動は量子色力学 (QCD) に従う。 QCD の持つ特徴で‘ある
漸近的自由性を生かした方法である QCD和則は，非摂動論的な多くの物理量を記述できることが示されている。博
士論文ではそのQCD和則を用い，ハドロンのクオーク構成について研究を行った。
最初にパイ中間子-核子及びK中間子一核子散乱長の計算を行った。その結果はモデ、ル依存性のない低エネルギ一
定理と矛盾がないことを示した。次にパイ中間子及びK中間子に対する構造関数の計算を行い，それらの中間子の中
でのクオークの担う運動量比はほぼ等しいことを示した。最後に，陽子中のストレンジ・クオークのスカラー密度の
計算も行った。 QCD和則の研究において初めてである，ダイレクト・インスタントンを考慮し，定式化した点が注
目される o 計算の結果，陽子中のストレンジ・スカラー密度は，半現象論的な手法で得られた値や，格子ゲージ理論
によって得られた値と比べ，非常に小さいことが示された。複雑な計算をやりとげ，今後の研究の動機づけを行った
ことは高く評価できる。
これらの内容は学術的内容が高く，博士(理学)の学位論文として十分価値のあるものと認めるo
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